
＜＞・申請・運営・お礼・継承）した「体験型」企画

【島根県】
島根県立平田高等学校ＪＲＣ部

全国 総文祭 青少年赤十字部門『研究発表』
全国 ボランティア アワード2018『来場者２万人投票 第３位』

〃『審査員特別賞 第６位』
全国 『ボランティア スピリット賞』

『救急員』資格取得（新規）７名
『健康生活支援員』資格取得（新規）１名
『ベーシックライフサポーター』認定４８名

『あいサポーター（障がい者サポーター）』認定２８名
『同メッセンジャー（研修講師）』資格（新規）２名

募金額 H30年間 276,146円
災害時対応の『体験型』啓発イベント企画多数

災害時啓発をオリジナル『体験型』で企画して地域へ！
～地域みんなでバリアフリーの防災対策～

平成は大きな災害が多かったように思います。令和になったか
らと言って減ることはありません。現代は科学技術が進み、さら
に大きな災害が起こると予測されています。私たちは災害が起
こってもすぐに対応できるように研修し、それを校内や地域の皆
さんが活かせるオリジナルの『体験型』として、工夫と改善をし
ながら啓発し続け、地域に浸透するようになりました。
でも、活動すればするほど、高齢・疾患・障がい・外国語・乳

児等、災害弱者の命を守れるほどの対策なのか？と気づきました。
そこで、ひとり暮らし高齢者宅を訪問したり、支援施設を訪問

し、実際の困りと不安を知り、一緒に考えました。コップ一杯の
お湯とタオルで心身とも健康に保つ方法などを伝えると同時に、
私たちだけでは限界がありすぎることにも気づきました。この窮
状を、地域みんなでバリアフリーの防災対策として一緒に取り組
める『体験型』に進化させ、ネットワークを広げることにしまし
た。 全員の命をとりこぼしなく助け合える知識とノウハウ。そ
れを周囲へ伝えていくネットワークのかすがいとして『体験型』
防災啓発を活かしていきます。

＜活動内容（抜粋）＞

平田高校ＪＲＣ部は昭和３７年以前に創部された歴史ある部活動です。『気づき・考え・実行す
る』を合言葉に、人の役に立ちたい！と思う人がどんどん集まってきて、楽しく活動しています。
近年は、全校生徒だけではなく、地域の 大人・幼児・高齢者などいろんな立場の方々へ向けて、

『体験型』で防災啓発を行うようになりました。そして昨年からは、健常者だけでなく、災害弱者
の方々にも目を向け始め、地域のネットワークがかなり広がりました。今年は１年生が沢山入部し
たので、さらに地域のコミュニティを熱く温かくする防災啓発『体験型』を企画していきます！

＜プロフィール＞

＜今後の展望・夢＞

◎『体験型』ですべての人に防災体験を！

◎ 防災対策のバリアフリー化の
ネットワークを広げる！

◎ 募金活動をする！被災地で活動する！

◎「救急員資格」を多くの部員が取得し
責任を持って啓発する！

たくさんの人に広める！

私たちのオリジナル防災啓発『体験型』で 地域のバリアフリー ネットワークを！」

→ より多くの人に 緊急時に‟命”を守りあう大切さを知ってほしい！

→ 防災啓発のバリアフリー化！

→ 実社会に即した新しいアイデアが生み出せる！

→ 社会人として関わっていく！

＜活動の成果（抜粋）＞

私たちオリジナルの
防災啓発『体験型』

（抜粋）

私たちは
地域の一員

気づき

全国 ボランティア アワード 2019


